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２．金剛駅西口地区地区計画の内容 

（１）地区計画の方針 

名   称 金剛駅西口地区地区計画 

位   置 大阪狭山市半田一丁目地内 

面   積 約３．１ｈａ 

地区計画の目標 当地区は、本市の東部、南海電鉄高野線金剛駅西側に位置

し、駅周辺においては商業施設が立地しているが、地区内は

まだ空閑地が多い。今後、都市計画道路金剛駅前線や金剛駅

前西交通広場、及び周辺区画道路の整備に伴い、急速に市街

化が進行すると予想される地区である。 

このため、地区計画を策定し、地区施設の整備を進めると

ともに、開発行為や建築行為の規制・誘導を行うことにより、

商業及びサービス業の集積を図り、市の玄関口にふさわしい

賑わいのある拠点としての中心市街地の形成並びに周辺住

宅地と調和した良好な都市環境の形成を図る。 

土地利用の方針 本市の中心的な商業及びサービス業の形成を図るため、区

画道路を計画的に配置するとともに、駅前という立地条件を

生かし、地域住民の利便に供する商業・サービス業の集積や

土地の高度利用を図る。 

地区施設の整備方針 地区内における円滑な自動車交通及び駅前利用者の快適

な歩行者空間を確保するため、都市計画道路金剛駅前線を軸

として、区画道路や歩行者専用道路を適切に配置する。 
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建築物の整備方針 商業・サービス業を中心とした諸施設の立地を図るととも

に、本市の玄関口にふさわしい賑わいのある都市環境を創出

するため、それぞれの建築物の用途の制限及び壁面の位置の

制限、建築物の形態又は意匠の制限、垣・柵の構造の制限を

行うことにより、健全で良好な都市空間の形成を図る。 
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（２）地区整備計画 

位   置 大阪狭山市半田一丁目地内 

面   積 約３．1ｈａ 

地区施設道路 1 号  延 長 175m 幅 員 6.0～8.5m

 2 号   95m 6.0m

 3 号   66m 8.0ｍ

 4 号   54m 4.0m

 5 号   152m 4.7m

 6 号   117m 6.0m

歩行者専用道路 1 号  25m 6.0m

 2 号  32m 10.5ｍ

地区施設の配置及び

規模 

自転車歩行者専用道路  ６５m 6.0～14.0ｍ

建 築 物 の 用 途 の

制限 

次の各号に掲げる建築物は、建築してはならない。 

１．大阪狭山市ラブホテル建築の規制に関する条例（S58.10.1 

条例 17 号）第２条に定める施設 

２．大阪狭山市パチンコ遊技場等及びゲームセンターの建築の

規制に関する条例（Ｓ58.10.1 条例第 18 号）第 2 条各号

に定める施設 

３．原動機を使用する工場で作業場の床面積の合計が５０㎡を

こえるもの 

４．倉庫業を営む倉庫 

壁 面 の 位 置 の 制

限 

敷地が金剛駅前西交通広場に接する建築物の１階の軒下の部

分までの外壁もしくはこれに代わる柱の面から当該道路境界ま

での距離は、１．０ｍ以上とする。（P．８の青線部分） 

 

建 築 物 の 形 態 又

は意匠の制限 

建築物の屋根及び外壁等の色彩は、良好な市街地環境にふさ

わしい、落ち着きのある色合いのものとし、看板、広告板につ

いても周辺環境を損なわないものとする。 
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垣 ・ 柵 の 構 造 の

制限 

道路に面した垣・柵については、景観及び歩行者等の安全に

配慮したものとする。 

   「地区整備計画の区域及び地区施設の配置は計画図（P.７）表示のとおり」 
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（３）建築条例 
南部大阪都市計画金剛駅西口地区地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例 

平成 14 年１２月２５日 大阪狭山市条例第２５号 

（目的） 

第１条 この条例は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号。以下「法」という。）第６８条の２第

１項の規定に基づき、南部大阪都市計画金剛駅西口地区地区計画（以下「金剛駅西口地区地区計画」

という。）の区域内における建築物に関する制限を定めることにより、適切かつ合理的な土地利用を

図り、良好な都市環境を確保することを目的とする。 

（定義） 

第２条 この条例における用語の意義は、法、建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）及び金

剛駅西口地区地区計画の定めるところによる。 

（適用区域） 

第３条 この条例の規定は、金剛駅西口地区地区計画の区域に適用する。 

（建築物の用途の制限） 

第４条 金剛駅西口地区地区計画の区域内においては、次の各号に掲げる建築物を建築し、又は当該各

号に掲げる建築物となる用途の変更をしてはならない。 

 大阪狭山市ラブホテル建築の規制に関する条例（昭和５８年大阪狭山市条例第１７号）第２条に

規定するラブホテル 

 大阪狭山市パチンコ遊技場等及びゲームセンターの建築の規制に関する条例（昭和５８年大阪狭

山市条例第１８号）第２条各号に規定するもの 

 原動機を使用する工場で作業場の床面積の合計が５０平方メートルを超えるもの 

 倉庫業を営む倉庫 

（壁面の位置の制限） 

第５条 建築物の敷地が金剛駅西口地区地区計画に附属する計画図に表示する金剛駅前西交通広場に

接する場合において、当該交通広場に面する建築物の１階部分の外壁又はこれに代わる柱の面から当

該交通広場の境界線までの距離は、１メートル以上でなければならない。 

（公益上必要な建築物等の特例） 

第６条 市長がこの条例の適用に関して、公益上必要な建築物で用途上若しくは構造上やむを得ないと

認めて許可したもの又は市長が土地の利用状況に照らして良好な都市環境を害するおそれがないと

認めて許可した建築物については、その許可の範囲内において、前２条の規定は、適用しない。 

（既存の建築物に対する制限の緩和） 

第７条 法第３条第２項の規定により第４条の規定の適用を受けない建築物について、次の各号に掲げ

る範囲内において増築又は改築する場合においては、法第３条第３項第３号及び第４号の規定にかか

わらず、第４条の規定は、適用しない。 

 増築又は改築が基準時（法第３条第２項の規定により第４条の規定の適用を受けない建築物につ

いて、法第３条第２項の規定により引き続き第４条の規定（同条の規定が改正された場合において

は、改正前の規定を含む。）の適用を受けない期間の始期をいう。以下同じ。）における敷地内にお

けるものであり、かつ、増築又は改築後における延べ面積及び建築面積が基準時における敷地面積

に対してそれぞれ法第５２条第１項又は第２項及び法第５３条の規定に適合すること。 

 増築後の床面積の合計が基準時における床面積の合計の１．２倍を超えないこと。 

 増築後の第４条の規定に適合しない用途に供する建築物の部分の床面積の合計が基準時におけ

る当該部分の床面積の合計の１．２倍を超えないこと。 

２ 法第３条第２項の規定により第５条の規定の適用を受けない建築物について、増築又は改築する場

合においては、増築又は改築に係る建築物の部分の壁又はこれに代わる柱が第５条の規定に反しない

限り、法第３条第３項第３号及び第４号の規定にかかわらず、第５条の規定は、適用しない。 

 （罰則） 

第８条 次の各号のいずれかに該当する者は、２００，０００円以下の罰金に処する。 

 第４条の規定に違反した場合における当該建築物の建築主 

 第５条の規定に違反した場合における当該建築物の設計者（設計図書を用いないで工事を施工し、

又は設計図書に従わないで工事を施工した場合においては、当該建築物の工事施工者） 

２ 前項第２号に規定する違反があった場合において、その違反が建築主の故意によるものであるとき

は、当該設計者又は工事施工者を罰するほか、当該建築主に対して同項の罰金刑を科する。 

３
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３ 法人の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者がその法人又は人の業務に関し

て、前２項の違反行為をした場合においては、その行為者を罰するほか、その法人又は人に対して第

１項の罰金刑を科する。ただし、法人又は人の代理人、使用人その他の従業者の当該違反行為を防止

するため、当該業務に対し、相当の注意及び監督が尽くされたことの証明があったときは、その法人

又は人については、この限りでない。 

（委任） 

第９条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

 

   附 則 

 この条例は、平成１５年１月１日から施行する。 

   附 則（平成１６年１２月２４日条例第２８号） 

 この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

４
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５



 

理     由 

 

 

 

当地区は、本市の東部、南海電鉄高野線金剛駅西側に位置し、

駅周辺においては商業施設が立地しているが、地区内はまだ空閑

地が多い。今後、都市計画道路金剛駅前線や金剛駅前西交通広場、

及び周辺区画道路の整備に伴い、急速に市街化が進行すると予想

される地区である。 

このため、地区施設の整備を進めるとともに、開発行為や建築

行為の規制・誘導を行うことにより、商業及びサービス業の集積

を図り、市の玄関口にふさわしい賑わいのある拠点としての中心

市街地の形成並びに周辺住宅地と調和した良好な都市環境の形成

を図る必要がある。よって本案の通り地区計画を決定しようとす

るものである。 

 


